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COARとは

• COAR：Confederation of Open Access Repositories
• DRIVERプロジェクトを中心に

• 2009年10月発足

• ヨーロッパ・南米・アジア・北米に渡る25か国・90
以上の組織から成る、国際的なオープンアクセス
リポジトリ連合

• オープンアクセスを巡るファクター（啓蒙と情報共
有、eインフラストラクチャ、人材育成など）をトー
タルでサポートすることを目指す

DRIVER(Digital Repository Infrastructure Vision for European Research )
http://www.driver‐community.eu/
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日本とCOARとの関わり

• COAR創設メンバーとして、国立情報学研究所
（NII）、デジタルリポジトリ連合（DRF）などが参
加

• Executive Boardメンバー、Strategic 
Committeeメンバーとして運営に参画

• 各WGにメンバーを輩出



COAR第3回年次集会：概要

• 会議名：オープンアクセスリポジトリ連合（COAR）
第3回年次集会

• 日程：2012年5月21日（月）～22日（火）

• 開催地：Uppsala University，Sweden

• 参加者：約50名・19か国

（ドイツ、オランダ、スペイン、スウェーデン、ポルトガル、オーストリ
ア、ハンガリー、カナダ、日本、中国、アルゼンチン、アメリカ、イギ
リス、ノルウェー、ウルグアイ、イタリア等）



COAR第3回年次集会:アジェンダ

第1日目

イントロダクション

基調講演

事例報告セッション1：リポジトリをコンテンツで満たす

ポスター紹介

ワーキンググループ会議

2012年度総会（COAR参加メンバー限定）

第2日目

事例報告セッション2：リポジトリ・ネットワークとサービス

グループ討議

http://www.coar‐repositories.org/about‐coar/meetings/annual‐meeting‐2012/program/



イントロダクション・基調講演

• Intro.:スウェーデン

– OpenAccess.se(http://www.kb.se/openaccess/)

– 国内の大学等の共同リポジトリコンソーシアム：
DiVA(http://www.diva‐portal.org/)

• Keynote:中国

– 中国科学院国家科学図書館/Zhang Xiaolin博士

– 国内で機関リポジトリ急増中

– 実務担当者向けサポート体制の整備

※スライド資料はCOARウェブサイトで公開されています
http://www.coar‐repositories.org/about‐coar/meetings/annual‐meeting‐
2012/presentations‐and‐abstracts/



事例報告セッション(Topics 1)

• テーマ: オープンアクセスとライセンシングの
両者を効果的に推進している優良事例
– ドイツ

• 出版社・学協会と国家レベルで交渉

• 交渉ガイドラインをWEB公開

(http://www.nationallizenzen.de/open‐access)

– アルゼンチン
• 国単位・南米地域単位のOA推進

• ラテンアメリカのリポジトリ連合：LA REFERENCIA
(http://lareferencia.redclara.net/)



事例報告セッション(Topics 2)

• テーマ：リポジトリ・ネットワークとサービス

– Intro.WG2
• リポジトリ同士の相互運用性を高めるロードマップ策定計画

– インド

• 国内/海外ネットワークの重要性（Skype 中継）

– 日本

• 三つのネットワーク（研究者、システム、リポジトリ管理者）

– EU
• OpenAIRE(http://www.openaire.eu/)の発展形：OpenAIREplus



ワーキンググループ会議

• WGごとに昨年の活動報告と2012年活動計画
に基づいて議論

• 主な話題

– WG1 ：リポジトリコンテンツ増進のための国際的

な優良事例レポートの作成（日本の事例も紹介）
義務化の話題も

– WG3 ：オンラインワークショップの開催、リソース・
教材の収集と翻訳、COAR参加メンバーへのサ
ポート強化



ポスターセッション

• 10のプロジェクト（日本か
らはDRF）が出展

• 2分間でポスターを紹介

• 日本で行っている研修や
ワークショップ、OAWの取
組について

※ポスターはCOARウェブサイトで公開されています
http://www.coar‐repositories.org/about‐
coar/meetings/annual‐meeting‐2012/presentations‐and‐
abstracts/



COAR2012総会

COAR General Assembly 2012

イントロダクション

2011/12活動報告（理事会・各WG）

次年度の活動計画

理事会役員選挙（2012.10-）

• Executive Boardメンバーの交代
ウルグアイ、ハンガリー、オーストリアから新たに役
員を選出



COARのこれから

• COAR strategy 2012‐2015 & COAR work plan 2012‐
2013(2012.9発表)

• 「Community」「Leadership」「Support」「International」
– 国際的なコミュニティ・ネットワークの拡大

• 中国・インドのメンバー拡充、アフリカの新規メンバーを

• ラテンアメリカにおけるOA支援

– コミュニティに対するサポート体制整備と情報共有

– 相互運用性実現のためのインフラ整備

– 参加メンバーに還元する付加価値の強化

COAR Strategy and Workplan
http://www.coar‐repositories.org/files/COAR‐Strategy‐FINAL1.pdf



改めて、日本とCOAR

• リポジトリで世界とつながる

– 国際的なコミュニティ・ネットワークを基盤として、
オープンアクセスを巡るファクターをトータルでサ
ポートしていくことを目指しているのがCOAR

– 日本の事例に対する関心度は高い

– COARを通じて、日本の取組を世界に発信


	リポジトリで世界とつながる：�COAR第3回年次集会（スウェーデン）参加報告
	お話しすること
	スライド番号 3
	COARとは
	COAR 組織図
	COAR Members and Partners
	日本とCOARとの関わり
	COAR第3回年次集会：概要
	COAR第3回年次集会:アジェンダ
	イントロダクション・基調講演
	事例報告セッション(Topics 1)
	事例報告セッション(Topics 2)
	ワーキンググループ会議
	ポスターセッション
	COAR2012総会
	COARのこれから
	改めて、日本とCOAR

